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日本の塩化物塩泉の化学的特徴，分布ならびに成因

Geochemical characteristics, distribution and formation mechanism of saline hot springs
in Japan
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日本の東北地方の温泉を陰イオン組成で分類すると、塩化物イオン濃度が 2000ppm以上の温泉の 98％以上、1000-
2000ppmの 94％程度は塩化物塩泉である。また、炭酸塩泉、硫酸塩泉に分類される温泉でもすべての温泉が炭酸塩-塩
化物塩泉、硫酸塩-塩化物塩泉である。これらのことを考えると、日本全域でも塩化物イオン濃度が 1000ppmを超える温
泉のほとんどすべてが塩化物塩泉であると推定することが出来る。しかし塩化物塩泉の成因については「海水（○○海
水を含む）」「鹹水」等、「塩辛い水」を意味する言葉に集約されてしまうことが多く、必ずしも明らかであるとは言えな
い状況である。
塩化物イオン濃度と水の酸素同位体組成の関係に着目すると、以下の 4つと天水をエンドメンバーとするように区分

出来る。
(1)塩化物イオン濃度が低下すると、酸素同位体組成が上昇するタイプ。
(2)塩化物イオン濃度は海水程度だが、酸素同位体組成が小さいタイプ。
(3)塩化物イオン濃度が海水より高いタイプ。
(4)酸素同位体組成が著しく大きいタイプ。


